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課題 防災レジリエンスの強化につながる応急住宅確保にむけた情報基盤の整備

目的 応急住宅確保を促進させる減災情報の一元化とリスクデータを活用した新たなビジネスモデルの提案

取組内容 対象地域のリスク分析／減災情報データベースの構築／減災活動を促進させるインセンティブの構築

成果 リスクマップの作成／災害アンケートの実施／データベース及びダッシュボードの構築／新規ビジネスの提案

対象地域の概要 対象地域の課題

NO.１

万代シティ

朱鷺メッセ

新潟駅

万代地区

天明町

万代地区

天明町

流作場



NO.２

対象地域の現況 各事業の詳細

リスク情報の階層化

地域の現況調査

ビジネスモデル構築

プラットフォーム構築

災害リスクの高いゼロメートル地帯に位置する当該地域に
対し、応急住宅の確保につながる未利用空間（応急仮設住
宅候補）の現況を確認する

不動産、建設、金融などの市場を対象とした先端技術
（ICT)を駆使した新市場や新サービスの創出としての
「ビジネスモデルの構築」を行うことで、減災情報が集
積しやすい社会的条件を創出する

建物、敷地、道路、用途などのオープンデータから地域内
のリスクを可視化し、地域で利用可能な応急住宅の実態を
把握することで、災害リスクに対応した応急住宅の過不足
を表出させるための情報基盤（データベース）を構築する。

対象地域

万代地区

https://www.sanyo-house.co.jp/point/vr/



NO.3

成果１：アンケート調査 成果２：避難経路調査

アンケート総数：258人

モデル地域

アンケート総数：258人

地域の現況調査

エリアB

天明町

エリアAの特徴

3m未満の細街路に面して小規模な住
宅が密集（住宅密度が高い）している
エリアで、路面上に地盤沈下で生じた
アスファルトの陥没や亀裂が多数見受
けられた。その一方で、道路の形状が
直線的に整備されているため、避難時
における空間上の死角が生じず、避難
経路としては見通しが良好。

エリアBの特徴

3m以上の道路に対して中規模な住宅
が集積し、2m未満の細街路に面して
小規模な住宅が密集しているエリアで
ある。3m以上の道路はアスファルト
で整備されており、劣化が進行してい
て路面に亀裂や陥没が多くみられた。

エリアCの特徴

2m未満の細街路に面して小規模な住
宅が集積しているエリアで、整備され
ていない砂利道から構成された路面に
は、地盤沈下によって生じた多数の陥
没や亀裂が確認された。さらに，狭い
道路は雁行している上に路上に植木鉢
等が放置されている現状を鑑みると、
避難経路としては、エリア内で最も高
い災害リスクの特性が確認された。

エリアA

エリアC



NO.４

プラットフォーム構築

成果３：データベース構築 成果４：ダッシュボード構築

カーネル密度分析

3D都市モデル化

低評価エリア

低評価エリア

土地利用評価

敷地評価



NO.５

ビジネスモデル構築

成果５：コンセプトメイク 成果６：インセンティブ設計

課題の解決：未利用空間の確保

空き地・駐車場などの未利用空間

代替エリア a

代替エリア b

代替エリア c

代替エリア d

代替エリアe

代替エリア f

避難経路に弊害があるエリア

課題エリア❶

課題の抽出：危険地域の抽出

課題エリア❷

課題エリア❸

解決の実行：災害リスクの移設

課題❶

課題❸課題❷

代替a

代替ｂ

代替ｃ代替ｄ

代替 e

代替 f

代替エリア a

代替エリア b

代替エリア d

代替エリア f

代替エリア c

代替エリア e

解決の提案：移設方法の提言

代替エリア e

災害リスクの移設（応急住宅の設置）

課題エリア❶

課題エリア❷

課題エリア❸



NO.６

ビジネスモデル構築

成果７：ビジネスモデル

DB

Web

AI

D2C

AI

Web

Web

D2C：メーカーが中間流通を介さず自社のECサイトなどを通じ、商品を直接消費者に販売するビジネス


